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● 導入時に長唄を聴いたり唄ったりして、長唄の特徴、歌舞伎の物語や演出

などに興味をもって鑑賞させる。 

 

● 筝曲を聴いたり、筝の奏法を試したりして、知覚・感受を深めながら筝曲

の特徴を捉え、基礎的な奏法を身に付けて楽曲を演奏させる。 
 

● 古典芸能を体験することで、日本の歴史や古典音楽の音色の良さなどを肌

で感じ、伝統文化への興味関心がもてた。 

 

● 外部の指導者からの指導を受けることで、コミュニケーション能力が育成

され、自己表現力の向上が図られた。 

 

 

 

 

       

伝統音楽 

第２学年 

箏箏曲曲のの鑑鑑賞賞とと演演奏奏  

 

 


